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AAMT創立30周年記念講演



講演者のプロフィール
1983年 東京芝浦電気株式会社（現、東芝入社）。

同年京都大学長尾真研究室にて科学技術庁
機械翻訳プロジェクト（Muプロジェクト）に従事。

1984年 東芝英日・日英相互機械翻訳システムの研究開発に従事。

1986年 通産省大規模電子化辞書プロジェクトに従事のため、
日本電子化辞書研究所（EDR）に出向。

1989年 東芝復帰後は高精度仮名漢字変換システムの研究開発に従事。

1992年 東芝退社。同年宇都宮大学工学部情報工学科着任。
手話通訳システム、手話電子化辞書の研究に従事。

2003年 宇都宮大学退職。同年株式会社サン・フレア入社。
現在、同社代表執行役員。

2020年 日本翻訳連盟代表理事・会長
アジア太平洋機械翻訳協会副会長。博士（工学）。



翻訳業界とMTとの過去

JAMTジャーナルNo.1（1991年（平成3年）7月25日発行）より
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JAMTジャーナルNo.7（1992年8月1日）発行より
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昭和63年（1988年） 1月8日 日経産業新聞より抜粋
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第2回JTF翻訳の日記念行事 平成5（1993）年10月2日開催チラシより



翻訳業界とMTとの過去
2018 年に京大・芝蘭会館で開催された第28 回ＪＴＦ翻訳祭2018 の交流会では、乾杯

のご発声を賜りました。勝田元会長と壇上で握手を交わされたのが印象に残ります。
そして、その翌日には長尾先生の文化勲章受章が決定したとのニュースが流れ、会
場は興奮に包まれました。不思議なご縁、巡り合わせを感じました。

また、翌2019 年には、パシフィコ横浜で開催された第29 回ＪＴＦ翻訳祭2019 の交流会

でも乾杯のご発声を賜りました。悲しいことに、これが長尾先生とお会いする最後の機
会となってしまいました。

個人的にも40 年近くご指導頂きました。長尾先生は当初から、機械翻訳は決して人間

の翻訳と対立するものではなく、双方がうまく協調、協同してより良い翻訳を世の中に
提供、貢献していくべきものとおっしゃっていました。

今年、創立40 周年という大きな節目の年に翻訳・通訳業界への提言などを頂戴でき
ないことをとても悲しく思います。

一般社団法人日本翻訳連盟（JTF） 追悼文 長尾眞先生のご逝去を悼んで より



翻訳業界とMTとの現在
日本翻訳連盟は今年創立40周年を迎え、40周年記念セミナーを4月に開催し、
好評のため、10月に開催の第30回JTF翻訳祭2021でも続編をご講演頂いた。

「機械翻訳とは何か。どこから来て、どこへいくのか？」

昨年出版された『機械翻訳:歴史・技術・産業』（森北出版社）に基づいて
翻訳された高橋氏と解説を執筆された東京大学の中澤先生にご講演頂いた。

高橋氏からは、訳書を通じて個人翻訳者が考えた機械翻訳について

そもそも翻訳とは何か、翻訳者は今後どう向き合っていくのか、一部の仕事は機械
に奪われていくという現実と、翻訳者の仕事の必要性と可能性などについてご講演。

中澤先生からは、最新のニューラル機械翻訳の技術を、学習のデモを交えて分かり
やすくご説明頂いた。なぜ機械翻訳は間違えるのか、これから精度は上がっていく
のか、など、数式を使わない最前線の研究についてご講演。

機械翻訳システム（MT）の健全な普及と促進のためには、MTは品質を保証（担保）
できない。そのため、人間の専門家によるPost-Editingが必要不可欠である。



翻訳業界とMTとの未来

機械翻訳を効果的に使うためには対訳や用語集の整備などが必要で、そうし
た新しい仕事、リンギストのニーズも高まっている。

今後、個人翻訳者への情報リテラシー、ITリテラシーの教育の場の提供が必要。

用語バンク

一般社団法人日本翻訳連盟（JTF）は、翻訳の品質に大きな影響を与える対訳
用語集に関わる課題を明確にする目的で、「用語バンク委員会」を 2019 年に
設立した。

用語バンク実現に向けた検討と課題（JTF用語バンク委員会）2021年3月
https://www.jtf.jp/pdf/Ybank_202103.pdf



翻訳業界とMTとの未来

用語バンク 設立趣旨（事業計画より抜粋）

JTF 内では翻訳品質委員会の中で、スタイルガイドおよび品質評価ガイドラインの
策定がなされている。

対訳用語集（以後、用語集と略記）への準拠については、翻訳の品質に大きな影
響を与える事項としてスタイルガイドおよびガイドラインの中でも触れられているが、
用語集の形式、定義プロセス、属性管理およびその用語集エントリそのものの定

義などについては作業者の判断にゆだねられており、業界内の共通認識はまだ確
立されていない。

適切な用語を、適切な分野に適用するために必要なことは何かを洗い出すため、
用語集の構築、管理、運用のベストプラクティスまずは業界内の実態調査を実施し、
業界関係者にとって真にメリットのある用語集の在り方を検討したい。

JTF が推奨する用語管理のモデル、および業界関係者への用語集「用語バンク」の
提供の可能性を検討する。



翻訳業界とMTとの未来
用語バンク構想の実現に向けた今後の JTF の取り組みは、

供与された用語集の対訳化や用例の提供に積極的に協力し、対訳用語集を適切
に運用するための管理運用体制を敷くことができる。

一方で、仮に用語バンクを構築できても、産業界が用語バンクを利用しなければ、
翻訳業界における用語の課題も解決することはできない。

まず、産業界が用語集の重要性を正しく理解する必要がある。その上で、多種多
様な用語集の粗データを供与いただき、業界の枠組みを超えて対訳用語集をム
ダ・ムラ・ムリなく構築する必要がある。

理解を深めてもらうための具体的な活動として、JTF では、セミナーでの講演や、
ジャーナルまたはWeb サイトなどでの情報発信を検討する。また、業種・業界を
超え、海外の事例に負けないレベルの運用に引き上げるために、
産・官・学の連携した活動（国家プロジェクト、集合知、資産） としてステップアップ
できるよう、関係機関への働きかけをする必要がある。

産業界のあらゆる関係者に理解を深めてもらいつつ、関係各所に働きかけをしや
すい形を今後も継続して模索する必要がある。


